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第３回定例会
条例改正・補正予算など、１3議案を可決

　　　議会のホームページ（https://www.town.shirakawa.lg.jp/gikai）もご覧ください。



令
和
３
年
度
白
川
町一般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
は
、関
係
諸
帳
簿
等
証
拠
書
類
を
照
合
審
査
し
た
結
果
、予
算
の
執

行
は
議
会
の
議
決
の
趣
旨
に
沿
い
、適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
お

り
、そ
の
計
数
は
正
確
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、財
産
に
つ
い

て
も
適
正
か
つ
厳
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
9.5
％
の
数
値
と
な
り
、昨
年
と
比
較
す

る
と

0.2
％
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
基
準
値
以
下
の
数
値
で
あ
り
、健

全
な
財
政
運
営
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
82
％

と
な
り
、昨
年
よ
り
2.8
％
持
ち
直
し
て
い
る
。こ
の
要
因
と
し
て
は
、補
助

費
の
減
少
や
交
付
税
の
追
加
交
付

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。し
か
し
な
が
ら

75
％
を
上
回

ら
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、施
策
の
重
要
性
、緊

急
性
等
を
十
分
吟
味
さ
れ
限
ら
れ

た
予
算
を
適
正
に
執
行
す
る
よ
う

職
員
一
丸
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た

い
。今

後
の
町
の
発
展
を
祈
念
し

て
、決
算
審
査
の
ま
と
め
と
す
る
。

令和３年度、白川町一般会計及び特別会計歳
入歳出決算の認定について、賛成の立場で討論
を行います。

令和３年度決算額は、一般会計、特別会計合
わせて歳入約101億８千万円余り、歳出約95
億４千８百万円弱となりました。

令和３年度も、収束が見られない新型コロナ
ウィルス感染症拡大の影響で、多くのイベント
等を自粛せざるを得ない状況により執行できな
い予算もありましたが、厳しい財政状況の中、
国の制度等を有効に活用しながら各種事業をす
すめられ、引き続き町の財政状況についても健
全な状態を維持されており町執行部の努力に感
謝をいたします。

重要施策はもとより、防災・災害対策への積
極的な取組み、まちおこし・まちづくりに繋が
る事業や各種経済活動に対する支援など効果的
かつ適正な予算執行がされており、加えて町民
への負担も最小限にとどめられていることを認
めるものであります。今後は、新庁舎建設や施
設一体型小中学校の建設といった大きな事業が
控えている中、一層の効果的かつ効率的な財政
運営に努められると共に、常任委員会で出され
た各種意見や監査委員の意見を精査され、今後
の事業推進と来年度以降の予算編成に反映され
ることを期待し、賛成討論といたします。

賛成討論 三戸勝徳議員

監
査
委
員
の
審
査
意
見

第３回定例会

令和３年度決算など
13議案を可決

　
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計

と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決

算
額
は
、
歳
入
が
１
０
１
億

８
０
２
２
万
円
（
対
前
年
比

3.4
％
減
）
歳
出
が
95
億
４
７

９
７
万
円
（
対
前
年
比
5.2
％

減
）
と
、
い
ず
れ
も
前
年
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が

71
億
３
４
０
１
万
円
（
対
前

年
比
4.0
％
減
）
、
歳
出
が
66

億
３
４
９
８
万
円
（
対
前
年

比
5.4
％
減
）
で
、
差
し
引
き

４
億
９
９
０
３
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
５
つ
の

特
別
会
計
に
つ
い
て
も
い
ず

れ
も
黒
字
決
算
と
な
り
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町
税

の
徴
収
率
向
上
や
、
国
･
県

の
補
助
事
業
等
の
有
効
活
用

な
ど
に
よ
り
、
堅
実
な
財
政

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
の
健
全
化
判

断
比
率
に
つ
い
て
も
、
実
質

公
債
費
比
率
は
9.5
％
で
、
起

債
の
許
可
を
要
す
る
25
％
を

下
回
る
数
値
で
あ
り
、
将
来

負
担
比
率
も
数
値
な
し
と
な

り
、
い
ず
れ
も
良
好
な
状
態

で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
町
議
会
で
は
、
第
３
回
定

例
会
開
会
中
に
予
算
決
算
審

査
常
任
委
員
会
を
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
し
、
活
発
か

つ
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
令
和
３
年
度
の
い
ず
れ

の
会
計
の
決
算
に
つ
い
て

も
、
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て

認
定
す
る
も
の
と
し
ま
し

た
。

代
表
監
査
員

　今
井
敬
貴

決
算
総
額
95
億
４
，７
９
７
万
円
　
　
　

　
一
般
会
計
は
66
億
３
，４
９
８
万
円

　令和４年第３回定例会を、９月12日から28日
かけて開きました。
　今定例会は、佐伯町長就任後初めての定例会で
あり、町政運営の所信を表明したほか、令和３年
度の決算審査、条例の制定や改正、補正予算、副
町長と教育委員会委員の任命に関する人事案件な
ど、13の議案を審議し、いずれも全員の賛成を
もって原案のとおり可決しました。
　また、最終日には６名の議員が町政の諸課題に
ついて、一般質問を行いました。

■令和３年度　各会計決算額
区　 　　　分

合　 　　　計

一 　 般 　 会 　 計

国民健康保険

簡易水道

地域振興券交付事業

介護保険

後期高齢者医療

71億3,401万円

9億8,793万円

4億8,498万円

2億2,537万円

12億836万円

1億3,957万円

101億8,022万円

66億3,498万円

9億5,919万円

4億7,571万円

2億1,290万円

11億2,733万円

1億3,786万円

95億4,797万円

4億9,903万円

2,874万円

927万円

1,247万円

8,103万円

171万円

6億3,225万円

収入済額 支出済額 採 決
結 果（翌年度への繰越額）

差 引 額

特
　
別
　
会
　
計

全
　
員
　
賛
　
成

※本町の各指標については、全て早期健全化基準を下回って
　おり健全な状態と言えます。

令和３年度決算に基づく資金不足比率

令和３年度決算に基づく健全化比率

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
将 来 負 担 比 率
実質公債費比率

指　　標

特別会計
簡易水道特別会計

白川町の指標
黒字のため数値なし

経営健全化基準
20.0％

白川町の指標
黒字のため数値なし
黒字のため数値なし
黒字のため数値なし

9.5%

早期健全化比率
  15.0%
  20.0%
350.0%
  25.0%

財政再生基準
20.0%
30.0%

－
35.0%

全
員
の
賛
成
で
決
算
を
認
定

　
適
切
な
財
政
運
営
を
認
め
る

※1万円以下の端数処理があります。

所信表明を行う佐伯町長

令和 4 年 11 月 1 日 23 しらかわ議会だより No.205
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実
り
の
秋
を
迎
え
収
穫
の
喜
び
を
感
謝

す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、９
月
の
定
例
会
に
お
い
て
図
ら

ず
も
私
ど
も
が
議
長
・
副
議
長
に
再
任
さ

れ
、そ
の
重
責
を
再
び
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、

責
任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。議
員
各
位
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
、円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
６
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
会
基
本
条
例
の
改
正
案
を
可
決
い
た
し
ま

し
た
。こ
れ
は
議
会
議
員
と
し
て
議
会
活
動

の
理
念
や
原
則
を
謳
っ
た
決
意
表
明
で
あ

り
、今
後
実
行
に
移
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
人
口
減
少
を
少
し
で

も
抑
え
る
た
め
の
移
住
定
住
対
策
、高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
へ
の
対
策
、農
林
地
の
荒

廃
を
防
ぐ
政
策
な
ど
、早
急
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
が
山
積
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
課
題
に
私
た
ち
の
町
が
末
永

く
存
続
す
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
参
り

ま
す
。ま
た
、小
中
学
校
の
再
編
や
役
場
新

庁
舎
の
建
設
等
、重
要
な
事
業
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。議
会
と
し
ま
し
て
も
、行
政
と

十
分
な
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、町
民
の
皆

さ
ま
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
な
が

ら
、最
善
の
判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。白
川
町
議
会
の
伝
統
を
守
り
な

が
ら
も
、時
代
に
あ
っ
た
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、身
近
で
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
皆
様
方
の
更
な
る
ご
指
導
、ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

議
会
構
成
決
ま
る
　正
副
議
長
は
留
任

就
任
あ
い
さ
つ 藤井宏之

議長

渡邉昌俊
副議長

議 

会 

構 
成

令
和
４
年
９
月
２8
日
現
在

　
議
　
長
　
藤
井
宏
之

　
副
議
長
　
渡
邉
昌
俊

◆
総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
三
戸
勝
徳

　
副
委
員
長
　
佐
伯
好
典

◆
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
田
口
守
也

　
副
委
員
長
　
杉
山
哉
史

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
今
井
昌
平

　
副
委
員
長
　
田
口
守
也

　
委
　
員
　
渡
邉
昌
俊

　
委
　
員
　
三
戸
勝
徳

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
梅
田
み
つ
よ

　
副
委
員
長
　
佐
伯
好
典

　
委
　
員
　
渡
邉
昌
俊

　
委
　
員
　
杉
山
哉
史

※

　
総
務
常
任
委
員
会
、
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会
、
庁
舎
建
設
特
別

　
　
委
員
会
は
、
全
議
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

◆
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
渡
邉
昌
俊

　
副
委
員
長
　
三
戸
勝
徳

◆
監
査
委
員

　
議
会
選
出
　
伊
佐
治
優

◆
一
部
事
務
組
合

　
可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合

　
議
会
議
員
　
藤
井
宏
之

　
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合

　
議
会
議
員
　
藤
井
宏
之

　
可
茂
消
防
事
務
組
合

　
議
会
議
員
　
藤
井
宏
之

藤
井
宏
之

渡
邉
昌
俊

議
　
長

副
議
長

定
例
会
３
日
目
に
は
、
正
副
議
長
の
改
選
と
任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任
を
行
い
、
議
会
の
構
成
を
改
め
ま
し
た
。

　

　
任
期
満
了
に
よ
る
前
任
者
の
退
任
に

伴
い
、そ
の
後
任
と
し
て
高
木
守
氏（
下

佐
見
）
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
８
年
10
月
24
日
ま
で

で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意高木守さん

　
前
任
者
の
退
任
に
伴
い
、
町
長
を
補

佐
す
る
副
町
長
を
置
く
こ
と
と
し
た
た

め
、適
任
者
と
し
て
安
江
章
氏
（
白
山
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で

で
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
評
価
員
に
つ

い
て
も
同
様
に
、
そ
の
後
任
と
し
て
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

副
町
長
の
任
命
に
同
意

安江章さん

条
例
の
一
部
改
正

▼
白
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ

て
定
め
ら
れ
た
「
妊
娠
・
出
産
・
育
児

等
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
に
講
じ

る
措
置
」
の
う
ち
未
施
行
で
あ
っ
た
育

児
休
業
の
取
得
回
数
制
限
の
緩
和
及
び

育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
の
対
象
期
間

の
拡
大
等
に
係
る
措
置
が
令
和
４
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
条
例
の

一
部
改
正

　
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線

区
分
及
び
運
賃
を
変
更
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
。

　改
正
後
の
区
分
と
料
金

　
普
通
料
金
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
区
分

（
地
区
内
・
地
区
外
・
町
外
）
か
ら

（
ゾ
ー
ン
内
・
ゾ
ー
ン
間
）
に
変
更

　
１
乗
車
　
ゾ
ー
ン
内
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
ゾ
ー
ン
間
　
４
０
０
円

そ
の
他

▼
白
川
町
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定

　
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
37
年
法
律
第
88

号
）
第
３
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

議
決
す
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計

で
４
億
８
１
８
万
円
を
追
加
し
て
、
補

正
後
の
総
額
を
66
億
４
９
２
１
万
円

に
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
７
５

８
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の
総
額

を
10
億
４
５
８
万
円
に
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
で
１
０
０
万
円
を
追
加
し
て
、

補
正
後
の
総
額
を
５
億
６
２
３
０
万
円

に
、
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計

で
４
８
５
０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正

後
の
総
額
を
８
８
５
０
万
円
に
、
介
護

保
険
特
別
会
計
で
４
５
１
４
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
12
億
５
５
１

４
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
で
３
２
６
万
円
を
減
額
し
て
、
補
正

後
の
総
額
を
１
億
５
０
９
２
万
円
と
し

た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
新
庁
舎
整
備
事
業
（
木
材
調
達
費
・

土
地
購
入
費
・
物
件
移
転
補
償
費
）

２
億
２
６
６
４
万
円

・
移
住
定
住
交
流
推
進
事
業
（
老
朽
空

家
除
去
事
業
他
）
　 

１
７
１
万
円

・
予
防
接
種
事
業
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
委
託
料
・
会
場
費
他
）

３
２
８
０
万
円

・
新
規
就
農
者
育
成
事
業
（
経
営
発
展

支
援
事
業
他
）
　
　
　
２
７
１
万
円

・
茶
業
振
興
対
策
事
業
（
茶
生
産
組
合

運
営
適
正
化
支
援
事
業
他
）

１
５
５
０
万
円

・
林
業
施
設
管
理
事
業
（
林
業
施
設
整

備
補
助
金
他
）
　
　
３
５
２
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
経

済
対
策
事
業
　
　
　
１
１
４
０
万
円

・
商
工
振
興
事
務
費
（
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
会
商
品
券
交
付
事
業
交
付
金
他
）

２
１
０
０
万
円

・
道
路
維
持
修
繕
事
業
　
７
０
０
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業
　
６
３
６
万
円

・
教
育
振
興
事
業
（
佐
見
小
学
校
ト
イ

レ
洋
式
化
工
事
他
）
　
７
３
７
万
円

（
簡
易
水
道
特
別
会
計
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
水
道
基
本
料
金
減

免
分
補
填
事
業
　
　
１
８
２
２
万
円

（
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
）

・
緊
急
経
済
対
策
・
地
域
振
興
券
交
付

事
業
　
　
　 

　
　
　
４
８
５
０
万
円

補
正
予
算
な
ど

13
の
議
案
を
可
決

令
和
４
年
度
補
正

予
算
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実
り
の
秋
を
迎
え
収
穫
の
喜
び
を
感
謝

す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、９
月
の
定
例
会
に
お
い
て
図
ら

ず
も
私
ど
も
が
議
長
・
副
議
長
に
再
任
さ

れ
、そ
の
重
責
を
再
び
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、

責
任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。議
員
各
位
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
、円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
６
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
会
基
本
条
例
の
改
正
案
を
可
決
い
た
し
ま

し
た
。こ
れ
は
議
会
議
員
と
し
て
議
会
活
動

の
理
念
や
原
則
を
謳
っ
た
決
意
表
明
で
あ

り
、今
後
実
行
に
移
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
人
口
減
少
を
少
し
で

も
抑
え
る
た
め
の
移
住
定
住
対
策
、高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
へ
の
対
策
、農
林
地
の
荒

廃
を
防
ぐ
政
策
な
ど
、早
急
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
が
山
積
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
課
題
に
私
た
ち
の
町
が
末
永

く
存
続
す
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
参
り

ま
す
。ま
た
、小
中
学
校
の
再
編
や
役
場
新

庁
舎
の
建
設
等
、重
要
な
事
業
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。議
会
と
し
ま
し
て
も
、行
政
と

十
分
な
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、町
民
の
皆

さ
ま
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
な
が

ら
、最
善
の
判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。白
川
町
議
会
の
伝
統
を
守
り
な

が
ら
も
、時
代
に
あ
っ
た
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、身
近
で
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
皆
様
方
の
更
な
る
ご
指
導
、ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

議
会
構
成
決
ま
る
　正
副
議
長
は
留
任

就
任
あ
い
さ
つ 藤井宏之

議長

渡邉昌俊
副議長

議 

会 

構 

成

令
和
４
年
９
月
２8
日
現
在

　
議
　
長
　
藤
井
宏
之

　
副
議
長
　
渡
邉
昌
俊

◆
総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
三
戸
勝
徳

　
副
委
員
長
　
佐
伯
好
典

◆
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
田
口
守
也

　
副
委
員
長
　
杉
山
哉
史

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
今
井
昌
平

　
副
委
員
長
　
田
口
守
也

　
委
　
員
　
渡
邉
昌
俊

　
委
　
員
　
三
戸
勝
徳

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
梅
田
み
つ
よ

　
副
委
員
長
　
佐
伯
好
典

　
委
　
員
　
渡
邉
昌
俊

　
委
　
員
　
杉
山
哉
史

※

　
総
務
常
任
委
員
会
、
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会
、
庁
舎
建
設
特
別

　
　
委
員
会
は
、
全
議
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

◆
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
渡
邉
昌
俊

　
副
委
員
長
　
三
戸
勝
徳

◆
監
査
委
員

　
議
会
選
出
　
伊
佐
治
優

◆
一
部
事
務
組
合

　
可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合

　
議
会
議
員
　
藤
井
宏
之

　
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合

　
議
会
議
員
　
藤
井
宏
之

　
可
茂
消
防
事
務
組
合

　
議
会
議
員
　
藤
井
宏
之

藤
井
宏
之

渡
邉
昌
俊

議
　
長

副
議
長

定
例
会
３
日
目
に
は
、
正
副
議
長
の
改
選
と
任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任
を
行
い
、
議
会
の
構
成
を
改
め
ま
し
た
。

　

　
任
期
満
了
に
よ
る
前
任
者
の
退
任
に

伴
い
、そ
の
後
任
と
し
て
高
木
守
氏（
下

佐
見
）
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
８
年
10
月
24
日
ま
で

で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意高木守さん

　
前
任
者
の
退
任
に
伴
い
、
町
長
を
補

佐
す
る
副
町
長
を
置
く
こ
と
と
し
た
た

め
、適
任
者
と
し
て
安
江
章
氏
（
白
山
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で

で
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
評
価
員
に
つ

い
て
も
同
様
に
、
そ
の
後
任
と
し
て
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

副
町
長
の
任
命
に
同
意

安江章さん

条
例
の
一
部
改
正

▼
白
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ

て
定
め
ら
れ
た
「
妊
娠
・
出
産
・
育
児

等
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
に
講
じ

る
措
置
」
の
う
ち
未
施
行
で
あ
っ
た
育

児
休
業
の
取
得
回
数
制
限
の
緩
和
及
び

育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
の
対
象
期
間

の
拡
大
等
に
係
る
措
置
が
令
和
４
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
条
例
の

一
部
改
正

　
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線

区
分
及
び
運
賃
を
変
更
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
。

　改
正
後
の
区
分
と
料
金

　
普
通
料
金
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
区
分

（
地
区
内
・
地
区
外
・
町
外
）
か
ら

（
ゾ
ー
ン
内
・
ゾ
ー
ン
間
）
に
変
更

　
１
乗
車
　
ゾ
ー
ン
内
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
ゾ
ー
ン
間
　
４
０
０
円

そ
の
他

▼
白
川
町
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定

　
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
37
年
法
律
第
88

号
）
第
３
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

議
決
す
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計

で
４
億
８
１
８
万
円
を
追
加
し
て
、
補

正
後
の
総
額
を
66
億
４
９
２
１
万
円

に
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
７
５

８
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の
総
額

を
10
億
４
５
８
万
円
に
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
で
１
０
０
万
円
を
追
加
し
て
、

補
正
後
の
総
額
を
５
億
６
２
３
０
万
円

に
、
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計

で
４
８
５
０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正

後
の
総
額
を
８
８
５
０
万
円
に
、
介
護

保
険
特
別
会
計
で
４
５
１
４
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
12
億
５
５
１

４
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
で
３
２
６
万
円
を
減
額
し
て
、
補
正

後
の
総
額
を
１
億
５
０
９
２
万
円
と
し

た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
新
庁
舎
整
備
事
業
（
木
材
調
達
費
・

土
地
購
入
費
・
物
件
移
転
補
償
費
）

２
億
２
６
６
４
万
円

・
移
住
定
住
交
流
推
進
事
業
（
老
朽
空

家
除
去
事
業
他
）
　 

１
７
１
万
円

・
予
防
接
種
事
業
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
委
託
料
・
会
場
費
他
）

３
２
８
０
万
円

・
新
規
就
農
者
育
成
事
業
（
経
営
発
展

支
援
事
業
他
）
　
　
　
２
７
１
万
円

・
茶
業
振
興
対
策
事
業
（
茶
生
産
組
合

運
営
適
正
化
支
援
事
業
他
）

１
５
５
０
万
円

・
林
業
施
設
管
理
事
業
（
林
業
施
設
整

備
補
助
金
他
）
　
　
３
５
２
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
経

済
対
策
事
業
　
　
　
１
１
４
０
万
円

・
商
工
振
興
事
務
費
（
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
会
商
品
券
交
付
事
業
交
付
金
他
）

２
１
０
０
万
円

・
道
路
維
持
修
繕
事
業
　
７
０
０
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業
　
６
３
６
万
円

・
教
育
振
興
事
業
（
佐
見
小
学
校
ト
イ

レ
洋
式
化
工
事
他
）
　
７
３
７
万
円

（
簡
易
水
道
特
別
会
計
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
水
道
基
本
料
金
減

免
分
補
填
事
業
　
　
１
８
２
２
万
円

（
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
）

・
緊
急
経
済
対
策
・
地
域
振
興
券
交
付

事
業
　
　
　 

　
　
　
４
８
５
０
万
円

補
正
予
算
な
ど

13
の
議
案
を
可
決

令
和
４
年
度
補
正

予
算
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問
　
「
財
政
運
営
に
つ
い
て
」

　新
庁
舎
と
施
設
一
体
型
小
中
学
校
の

建
設
に
50
億
円
近
く
の
費
用
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
現
在
の
財
政
状
況
に
対
す

る
認
識
、
建
設
事
業
が
将
来
の
財
政
運

営
に
及
ぼ
す
影
響
と
財
政
運
営
の
見
通

し
は
ど
の
よ
う
か
。

佐
伯
町
長

答
　
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
現
在

の
基
金
積
立
額
31
億
円
余
り
に
対
し
、

町
債
の
残
高
は
77
億
円
程
度
と
な
っ
て

い
る
。
美
濃
加
茂
市
と
の
合
併
が
破
た

ん
し
た
平
成
16
年
当
時
は
、
基
金
積
立

額
９
億
円
余
り
、
町
債
残
高
は
約
１
０

６
億
円
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
18
年
で

22
億
円
の
貯
金
を
し
、
29
億
円
の
借
金

を
減
ら
し
た
こ
と
に
な
り
、
健
全
な
財

政
運
営
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
２
つ
の
建
設
事
業
に
係
る
財
源
に

は
、
多
額
の
国
や
県
の
補
助
金
は
見
込

め
ず
、
町
債
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く

な
る
こ
と
は
致
し
方
な
い
が
、
返
済
期

間
を
25
年
と
長
く
す
る
こ
と
で
、
単
年

度
の
負
担
は
１
億
円
程
度
と
考
え
て
い

る
。
決
し
て
少
な
い
負
担
額
で
は
な
い

が
、
全
事
業
に
つ
い
て
、
新
た
な
財
源

を
探
し
、
事
業
の
見
直
し
も
行
う
こ
と

で
、
健
全
な
財
政
を
維
持
し
て
い
き
た

い
。

問
　「
医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て
」

　公
立
の
医
療
機
関
を
持
た
な
い
本
町

に
お
い
て
は
、
現
存
す
る
医
療
機
関
の

維
持
・
運
営
に
対
す
る
一
層
の
連
携
と

支
援
、
医
療
・
福
祉
機
関
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
医
療
・
福
祉
体
制
の
構
築

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。佐

伯
町
長

答
　当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
病
院
の
な

い
町
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
安
心
し
て
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い

く
上
で
、
医
療
・
福
祉
対
策
は
必
要
不

可
欠
な
施
策
で
あ
る
。
ま
ず
は
町
長
と

し
て
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
を
行

い
、
現
状
や
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、

三
者
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
と
し

て
行
う
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問
白
川
町
の
D
X
戦
略
の
推
進
を

問
町
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

すぎやま ちかし

杉山哉史 議員

問
　
「
農
業
（
茶
業
）
、
林
業
振
興
に

つ
い
て
」

　本
町
の
特
産
品
で
あ
る
白
川
茶
と
東

濃
ひ
の
き
に
つ
い
て
は
、
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
白
川
茶
に
つ
い
て
、
近
年

整
備
さ
れ
た
茶
園
の
維
持
と
加
工
施
設

の
再
編
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。
ま
た
、
林
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

維
持
す
る
た
め
に
、
森
林
所
有
者
に
対

す
る
働
き
か
け
と
林
業
事
業
体
の
強
化

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。佐

伯
町
長

答
　
白
川
茶
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
、
生
産
農
家
の
存
続

に
係
る
課
題
が
深
刻
で
あ
る
。
加
工
組

合
に
つ
い
て
も
設
備
の
更
新
、
大
規
模

修
繕
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
存
続
が
難
し
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
乗
用
機
械

が
使
え
る
整
備
さ
れ
た
茶
園
の
維
持

と
、
将
来
的
な
加
工
体
制
に
つ
い
て
早

急
に
検
討
し
た
い
。

　
林
業
、
木
材
産
業
に
つ
い
て
は
、
安

定
し
た
需
給
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ

る
。
森
林
組
合
や
市
場
、
製
材
業
者
、

製
品
流
通
組
合
、
建
築
組
合
な
ど
、
関

係
事
業
者
が
よ
り
良
い
関
係
を
築
き
、

山
元
へ
の
利
益
還
元
を
図
ろ
う
と
す
る

目
的
で
「
白
川
Ｌ
Ｓ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
推
進

協
議
会
」
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
森
林
組
合
を
始
め
と
す
る
林
業
事
業

体
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
小
規
模
な

森
林
所
有
者
が
多
い
本
町
で
は
、
林
業

事
業
者
の
働
き
か
け
が
な
け
れ
ば
、
森

林
施
業
は
進
ま
な
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
そ
の
強
化
に
努
め
た
い
。

た
こ
と
に
伴
い
、次
の
質
問
を
す
る
。

問
　
保
育
園
バ
ス
を
公
共
交
通
の
仕
組

み
に
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

大
岩
教
育
課
長

答
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
た

め
、車
両
や
運
転
手
が
出
払
っ
て
い
る
。

保
育
士
不
足
も
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

そ
の
考
え
は
な
い
。た
だ
し
、蘇
原
保
育

園
の
閉
園
に
合
わ
せ
て
通
園
距
離
に
応

じ
た
燃
料
費
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。今

後
、公
共
交
通
と
の
協
議
も
検
討
し
た

い
。

問
　
子
育
て
支
援
は
経
済
面
の
援
助
だ

け
で
は
か
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。保
護
者

へ
の
個
別
の
聞
き
取
り
は
行
っ
て
い
る

か
。

大
岩
教
育
課
長

答
　
毎
年
、通
園
方
法
を
個
別
に
聞
い

て
い
る
。今
年
は
自
家
用
車
で
通
園
す

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
町
長
の
所
信
表
明
に
あ
っ
た
子
ど

も
は
宝
で
あ
る
と
い
う
施
策
に
対
し
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

佐
伯
町
長

答
　
本
町
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
大

人
に
な
っ
て
犯
罪
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
こ

と
が一番
だ
と
思
う
。白
川
の
こ
と
を
思

い
、い
ず
れ
帰
っ
て
来
て
も
ら
え
る
よ
う

な
気
持
ち
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

問
　
今
後
訪
れ
る
高
齢
社
会
化
を
見
越

し
、高
齢
化
の
進
む
近
隣
自
治
体
と
の

協
議
や
議
論
は
あ
る
か
。そ
の
内
容
は
ど

の
よ
う
か
。

三
宅
保
健
福
祉
課
長

答
　
高
齢
化
率
の
高
い
町
村
が
多
い
加

茂
郡
の
範
囲
な
ど
で
、意
見
交
換
の
場
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、医
療
職
員
、福
祉
職

員
、行
政
職
員
な
ど
の
多
職
種
で
連
携
を

図
り
、住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た

協
議
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
本
町
の
保
健
、医
療
、福
祉
の
協
議

は
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

三
宅
保
健
福
祉
課
長

答
　
町
内
関
係
者
の
連
携
、地
域
ケ
ア

会
議
等
の
協
議
の
場
も
あ
る
が
、コ
ロ
ナ

禍
の
中
、充
分
な
協
議
が
行
わ
れ
て
い
な

い
会
議
も
あ
る
。今
後
は
有
効
に
機
能
す

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
県
内
で
は
介
護
保
険
給
付
の
う
ち

「
住
宅
改
修
」「
福
祉
用
具
」の
受
領
委
任

払
い
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。本
町
も
検

討
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

三
宅
保
健
福
祉
課
長

答
　
導
入
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

問
高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く
り

に
つ
い
て

６
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

　町
の
公
共
交
通
は
、町
の
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。現
在

も
公
共
交
通
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、協

議
と
整
備
が
進
め
ら
れ
、運
用
に
実
績

が
生
ま
れ
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。こ
れ
は

住
民
の
皆
様
の
足
を
支
え
る
大
き
な
柱

と
な
っ
て
い
る
。

　先
日
、公
共
交
通
の
利
用
状
況
を
踏

ま
え
、ゾ
ー
ン
の
利
用
料
金
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、利
用
に一層
期
待
が
か
か
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。ま
た
、学
校
の
統
合
に
伴

い
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が
整
備
さ
れ

問
若
者
や
子
ど
も
の
た
め
の

交
通
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

うめだ

梅田みつよ 議員

▲乗用お茶刈機

▲東濃ヒノキ白川市場協同組合

一 般 質 問
の様子が、
You-Tube
（動画配信
サイト）で
ご覧いただ
けます。
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問
　
「
財
政
運
営
に
つ
い
て
」

　新
庁
舎
と
施
設
一
体
型
小
中
学
校
の

建
設
に
50
億
円
近
く
の
費
用
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
現
在
の
財
政
状
況
に
対
す

る
認
識
、
建
設
事
業
が
将
来
の
財
政
運

営
に
及
ぼ
す
影
響
と
財
政
運
営
の
見
通

し
は
ど
の
よ
う
か
。

佐
伯
町
長

答
　
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
現
在

の
基
金
積
立
額
31
億
円
余
り
に
対
し
、

町
債
の
残
高
は
77
億
円
程
度
と
な
っ
て

い
る
。
美
濃
加
茂
市
と
の
合
併
が
破
た

ん
し
た
平
成
16
年
当
時
は
、
基
金
積
立

額
９
億
円
余
り
、
町
債
残
高
は
約
１
０

６
億
円
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
18
年
で

22
億
円
の
貯
金
を
し
、
29
億
円
の
借
金

を
減
ら
し
た
こ
と
に
な
り
、
健
全
な
財

政
運
営
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
２
つ
の
建
設
事
業
に
係
る
財
源
に

は
、
多
額
の
国
や
県
の
補
助
金
は
見
込

め
ず
、
町
債
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く

な
る
こ
と
は
致
し
方
な
い
が
、
返
済
期

間
を
25
年
と
長
く
す
る
こ
と
で
、
単
年

度
の
負
担
は
１
億
円
程
度
と
考
え
て
い

る
。
決
し
て
少
な
い
負
担
額
で
は
な
い

が
、
全
事
業
に
つ
い
て
、
新
た
な
財
源

を
探
し
、
事
業
の
見
直
し
も
行
う
こ
と

で
、
健
全
な
財
政
を
維
持
し
て
い
き
た

い
。

問
　「
医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て
」

　公
立
の
医
療
機
関
を
持
た
な
い
本
町

に
お
い
て
は
、
現
存
す
る
医
療
機
関
の

維
持
・
運
営
に
対
す
る
一
層
の
連
携
と

支
援
、
医
療
・
福
祉
機
関
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
医
療
・
福
祉
体
制
の
構
築

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。佐

伯
町
長

答
　当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
病
院
の
な

い
町
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
安
心
し
て
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い

く
上
で
、
医
療
・
福
祉
対
策
は
必
要
不

可
欠
な
施
策
で
あ
る
。
ま
ず
は
町
長
と

し
て
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
を
行

い
、
現
状
や
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、

三
者
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
と
し

て
行
う
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問
白
川
町
の
D
X
戦
略
の
推
進
を

問
町
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

すぎやま ちかし

杉山哉史 議員

問
　
「
農
業
（
茶
業
）
、
林
業
振
興
に

つ
い
て
」

　本
町
の
特
産
品
で
あ
る
白
川
茶
と
東

濃
ひ
の
き
に
つ
い
て
は
、
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
白
川
茶
に
つ
い
て
、
近
年

整
備
さ
れ
た
茶
園
の
維
持
と
加
工
施
設

の
再
編
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。
ま
た
、
林
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

維
持
す
る
た
め
に
、
森
林
所
有
者
に
対

す
る
働
き
か
け
と
林
業
事
業
体
の
強
化

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。佐

伯
町
長

答
　
白
川
茶
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
、
生
産
農
家
の
存
続

に
係
る
課
題
が
深
刻
で
あ
る
。
加
工
組

合
に
つ
い
て
も
設
備
の
更
新
、
大
規
模

修
繕
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
存
続
が
難
し
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
乗
用
機
械

が
使
え
る
整
備
さ
れ
た
茶
園
の
維
持

と
、
将
来
的
な
加
工
体
制
に
つ
い
て
早

急
に
検
討
し
た
い
。

　
林
業
、
木
材
産
業
に
つ
い
て
は
、
安

定
し
た
需
給
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ

る
。
森
林
組
合
や
市
場
、
製
材
業
者
、

製
品
流
通
組
合
、
建
築
組
合
な
ど
、
関

係
事
業
者
が
よ
り
良
い
関
係
を
築
き
、

山
元
へ
の
利
益
還
元
を
図
ろ
う
と
す
る

目
的
で
「
白
川
Ｌ
Ｓ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
推
進

協
議
会
」
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
森
林
組
合
を
始
め
と
す
る
林
業
事
業

体
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
小
規
模
な

森
林
所
有
者
が
多
い
本
町
で
は
、
林
業

事
業
者
の
働
き
か
け
が
な
け
れ
ば
、
森

林
施
業
は
進
ま
な
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
そ
の
強
化
に
努
め
た
い
。

た
こ
と
に
伴
い
、次
の
質
問
を
す
る
。

問
　
保
育
園
バ
ス
を
公
共
交
通
の
仕
組

み
に
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

大
岩
教
育
課
長

答
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
た

め
、車
両
や
運
転
手
が
出
払
っ
て
い
る
。

保
育
士
不
足
も
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

そ
の
考
え
は
な
い
。た
だ
し
、蘇
原
保
育

園
の
閉
園
に
合
わ
せ
て
通
園
距
離
に
応

じ
た
燃
料
費
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。今

後
、公
共
交
通
と
の
協
議
も
検
討
し
た

い
。

問
　
子
育
て
支
援
は
経
済
面
の
援
助
だ

け
で
は
か
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。保
護
者

へ
の
個
別
の
聞
き
取
り
は
行
っ
て
い
る

か
。

大
岩
教
育
課
長

答
　
毎
年
、通
園
方
法
を
個
別
に
聞
い

て
い
る
。今
年
は
自
家
用
車
で
通
園
す

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
町
長
の
所
信
表
明
に
あ
っ
た
子
ど

も
は
宝
で
あ
る
と
い
う
施
策
に
対
し
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

佐
伯
町
長

答
　
本
町
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
大

人
に
な
っ
て
犯
罪
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
こ

と
が一番
だ
と
思
う
。白
川
の
こ
と
を
思

い
、い
ず
れ
帰
っ
て
来
て
も
ら
え
る
よ
う

な
気
持
ち
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

問
　
今
後
訪
れ
る
高
齢
社
会
化
を
見
越

し
、高
齢
化
の
進
む
近
隣
自
治
体
と
の

協
議
や
議
論
は
あ
る
か
。そ
の
内
容
は
ど

の
よ
う
か
。

三
宅
保
健
福
祉
課
長

答
　
高
齢
化
率
の
高
い
町
村
が
多
い
加

茂
郡
の
範
囲
な
ど
で
、意
見
交
換
の
場
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、医
療
職
員
、福
祉
職

員
、行
政
職
員
な
ど
の
多
職
種
で
連
携
を

図
り
、住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た

協
議
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
本
町
の
保
健
、医
療
、福
祉
の
協
議

は
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

三
宅
保
健
福
祉
課
長

答
　
町
内
関
係
者
の
連
携
、地
域
ケ
ア

会
議
等
の
協
議
の
場
も
あ
る
が
、コ
ロ
ナ

禍
の
中
、充
分
な
協
議
が
行
わ
れ
て
い
な

い
会
議
も
あ
る
。今
後
は
有
効
に
機
能
す

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
県
内
で
は
介
護
保
険
給
付
の
う
ち

「
住
宅
改
修
」「
福
祉
用
具
」の
受
領
委
任

払
い
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。本
町
も
検

討
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

三
宅
保
健
福
祉
課
長

答
　
導
入
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

問
高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く
り

に
つ
い
て

６
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

　町
の
公
共
交
通
は
、町
の
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。現
在

も
公
共
交
通
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、協

議
と
整
備
が
進
め
ら
れ
、運
用
に
実
績

が
生
ま
れ
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。こ
れ
は

住
民
の
皆
様
の
足
を
支
え
る
大
き
な
柱

と
な
っ
て
い
る
。

　先
日
、公
共
交
通
の
利
用
状
況
を
踏

ま
え
、ゾ
ー
ン
の
利
用
料
金
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、利
用
に一層
期
待
が
か
か
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。ま
た
、学
校
の
統
合
に
伴

い
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が
整
備
さ
れ

問
若
者
や
子
ど
も
の
た
め
の

交
通
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

うめだ

梅田みつよ 議員

▲乗用お茶刈機

▲東濃ヒノキ白川市場協同組合

一 般 質 問
の様子が、
You-Tube
（動画配信
サイト）で
ご覧いただ
けます。
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問
　
赤
ち
ゃ
ん
世
帯
の
お
む
つ
代
の
助

成
に
つ
い
て
制
度
創
設
の
考
え
は
な
い

か
。
　

佐
伯
町
長

答
　
白
川
町
の
支
援
策
は
、
出
産
祝
金

と
し
て
第
一
・
二
子
に
地
域
振
興
券
一

万
円
、
第
三
子
に
十
万
円
の
定
期
証
書

の
給
付
、
祝
い
品
で
積
み
木
と
可
燃
ご

み
袋
を
渡
し
て
い
る
。
子
育
て
応
援
給

付
金
と
し
て
満
一
歳
を
迎
え
る
年
と
小

学
校
入
学
時
に
五
万
円
、
中
学
入
学
時

に
十
万
円
を
地
域
振
興
券
で
交
付
し
て

い
る
。
当
分
の
間
は
現
状
の
支
援
策
と

す
る
。

問
　
高
校
生
の
通
学
支
援
の
更
な
る
上

乗
せ
は
出
来
な
い
か
。
　

佐
伯
町
長

答
　
高
校
生
の
通
学
支
援
は
、
年
間
三

万
円
を
助
成
し
て
い
る
。
助
成
額
は
毎

年
の
予
算
で
定
め
る
の
で
、
今
後
の
Ｊ

問
　
出
張
所
機
能
の
強
化
に
よ
り
、
本

庁
ま
で
出
向
く
必
要
の
あ
る
手
続
き
を

出
張
所
で
行
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
。

佐
伯
町
長

答
　
本
庁
と
出
張
所
間
を
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
資
料
を
見
な
が
ら

の
説
明
や
申
請
書
の
確
認
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
等
で
、
本
庁
に
出
向
い

た
時
と
同
じ
状
況
が
作
れ
る
の
が
ベ
ス

ト
と
考
え
て
い
る
。

問
　
新
庁
舎
で
の
課
題
に
対
す
る
改
善

策
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
か
。

佐
伯
町
長

答
　
窓
口
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
ワ
ン
ス
ト

ツ
プ
サ
ー
ビ
ス
化
し
、
各
課
で
所
管
す

る
業
務
の
見
直
し
と
、
機
構
改
革
に
よ

る
業
務
内
容
の
検
討
を
行
い
た
い
。
ま

た
、
職
員
の
方
か
ら
来
庁
者
を
訪
ね
る

よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

問
　出
張
所
は
各
地
区
の
公
民
館
と
し

て
地
域
づ
く
り
の
核
と
考
え
る
が
、
今

後
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

佐
伯
町
長

答
　核
と
な
り
、
拠
り
所
と
な
る
施
設

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
ご
と
の

特
色
等
も
あ
り
、
公
民
館
は
各
地
域
に

最
も
近
い
行
政
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
な
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

職
員
の
拡
充
は
難
し
い
が
、
長
期
的
に

活
動
で
き
る
集
落
支
援
員
の
よ
う
な
職

員
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

伊佐治優 議員

問
　
他
の
自
治
体
で
給
付
金
の
誤
振
り

込
み
が
問
題
と
な
っ
た
。
本
町
の
支
払

事
務
の
現
況
と
、
リ
ス
ク
管
理
に
対
す

る
取
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

今
井
会
計
管
理
者

答
　
各
担
当
課
に
お
い
て
伝
票
を
起
票

し
、
複
数
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
決
裁
さ

れ
、
そ
の
後
会
計
室
に
支
払
の
依
頼
が

あ
り
、
主
に
月
3
回
の
総
合
振
込
日
に

支
払
い
を
行
っ
て
い
る
。
会
計
室
で
は

職
員
２
名
と
派
出
職
員
１
名
で
、
支
払

先
や
総
額
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
相
互
に

二
重
三
重
の
確
認
を
経
て
振
り
込
ん
で

い
る
。
人
間
が
行
う
こ
と
な
の
で
実
際

小
さ
な
ミ
ス
が
起
き
る
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
の
都
度
、
再
発
し
な
い
よ
う
確

認
処
理
の
徹
底
を
強
化
し
て
い
る
。

問　
他
の
自
治
体
で
年
金
天
引
き
の
徴

収
漏
れ
が
問
題
と
な
っ
た
。
本
町
の
収

納
業
務
の
現
状
と
リ
ス
ク
管
理
に
対
す

る
取
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

今
瀬
町
民
課
長

答
　納
付
書
の
使
用
、
口
座
振
替
、
天

引
き
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
徴
収
を

行
っ
て
い
る
。
税
金
や
保
険
料
を
年
金

か
ら
天
引
き
す
る
際
の
税
額
等
の
情
報

は
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
て
デ
ー
タ
を
作

成
し
、
公
的
年
金
の
支
払
者
へ
送
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
、
基
幹

シ
ス
テ
ム
提
供
元
の
担
当
者
等
で
厳
重

に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
漏
れ
の
な
い
よ
う

行
っ
て
い
る
。

問
　
納
付
方
法
の
多
様
化
に
よ
り
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

今
瀬
町
民
課
長

答
　
平
成
28
年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
決
済

用
の
バ
ー
コ
ー
ド
印
字
を
し
て
お
り
、

令
和
元
年
度
か
ら
は
、P
a
y
P
a
y
、

L
I
N
E
P
a
y
、d
払
い
等
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
も
順
次
対
応

し
て
い
る
。
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
納

付
方
法
の
多
様
化
を
進
め
、
納
付
者
の

利
便
性
と
納
付
率
の
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
。

さんと かつのり

三戸勝徳 議員

問
　
役
場
職
員
が
経
理
事
務
を
行
っ
て

い
る
任
意
団
体
の
件
数
と
概
ね
の
合
計

金
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
こ
れ

ら
は
す
べ
て
補
助
金
関
連
団
体
か
。

安
江
参
事
兼
総
務
課
長

答
　
令
和
３
年
度
末
現
在
で
、
95
団

体
、
年
度
末
に
お
け
る
残
高
合
計
は
、

約
３
千
万
円
余
り
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
多
く
は
補
助
金
関
連
団
体
で
あ
る
。

問
　
過
去
に
は
不
祥
事
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
管
理
体
制
を
と
っ
て
い
る
か
。

安
江
参
事
兼
総
務
課
長

答
　
通
帳
と
印
鑑
は
、
書
棚
に
別
々
に

保
管
し
、
鍵
は
課
長
が
管
理
し
て
い

る
。
通
常
の
経
理
は
課
長
の
決
裁
を
経

て
お
り
、
年
度
末
に
は
決
算
書
と
通
帳

の
写
し
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
さ
ら
に

検
査
監
が
、
毎
年
１
／
３
程
度
の
会
計

に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
書
類
や
帳
簿
等

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
。
今
後
も
公

務
員
倫
理
の
徹
底
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
。

問
　
現
状
で
の
窓
口
機
能
に
つ
い
て
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

佐
伯
町
長

答
　
一
番
の
問
題
は
、
本
庁
と
町
民
会

館
の
両
方
に
出
向
い
て
い
た
だ
い
た

り
、
ど
ち
ら
で
行
う
か
わ
か
り
に
く
い

点
で
あ
る
。
ま
た
、
窓
口
業
務
に
は
、

個
別
に
対
応
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ

と
も
課
題
で
あ
る
。

問
団
体
経
理
事
務
の
取
扱
い
に

つ
い
て

問
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

Ｒ
運
賃
の
動
向
に
よ
り
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
　
高
校
生
世
帯
の
家
賃
支
援
に
つ
い

て
制
度
創
設
の
考
え
は
な
い
か
。
　

佐
伯
町
長

答
　
家
賃
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

家
賃
補
助
制
度
と
し
て
、
一
人
当
た
り

５
千
円
補
助
し
て
い
る
。
町
営
住
宅
に

も
同
様
の
制
度
が
あ
り
、
当
面
は
現
状

の
制
度
を
活
用
す
る
。

問
　
新
規
就
農
者
の
農
地
確
保
、
有
機

農
業
の
拡
大
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
　

藤
井
農
林
課
長

答
　
新
規
就
農
者
の
就
農
形
態
に
よ

り
、
就
農
応
援
会
議
、
集
落
営
農
組
織

等
と
連
携
し
新
規
就
農
者
支
援
を
進
め

て
い
る
。
有
機
農
業
拡
大
状
況
に
つ
い

て
は
、
「
ゆ
う
き
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」
を

中
心
に
国
の
有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推

進
緊
急
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
生
産
・
加
工
・
流
通
の
検
討
を
始

め
、
そ
の
中
で
集
落
営
農
組
織
と
交
流

の
場
を
持
ち
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
。

いさじ まさる

問
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

問
各
種
支
払
事
務
と
税
・
公
金

等
の
収
納
事
務
に
つ
い
て
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問
　
赤
ち
ゃ
ん
世
帯
の
お
む
つ
代
の
助

成
に
つ
い
て
制
度
創
設
の
考
え
は
な
い

か
。
　

佐
伯
町
長

答
　
白
川
町
の
支
援
策
は
、
出
産
祝
金

と
し
て
第
一
・
二
子
に
地
域
振
興
券
一

万
円
、
第
三
子
に
十
万
円
の
定
期
証
書

の
給
付
、
祝
い
品
で
積
み
木
と
可
燃
ご

み
袋
を
渡
し
て
い
る
。
子
育
て
応
援
給

付
金
と
し
て
満
一
歳
を
迎
え
る
年
と
小

学
校
入
学
時
に
五
万
円
、
中
学
入
学
時

に
十
万
円
を
地
域
振
興
券
で
交
付
し
て

い
る
。
当
分
の
間
は
現
状
の
支
援
策
と

す
る
。

問
　
高
校
生
の
通
学
支
援
の
更
な
る
上

乗
せ
は
出
来
な
い
か
。
　

佐
伯
町
長

答
　
高
校
生
の
通
学
支
援
は
、
年
間
三

万
円
を
助
成
し
て
い
る
。
助
成
額
は
毎

年
の
予
算
で
定
め
る
の
で
、
今
後
の
Ｊ

問
　
出
張
所
機
能
の
強
化
に
よ
り
、
本

庁
ま
で
出
向
く
必
要
の
あ
る
手
続
き
を

出
張
所
で
行
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
。

佐
伯
町
長

答
　
本
庁
と
出
張
所
間
を
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
資
料
を
見
な
が
ら

の
説
明
や
申
請
書
の
確
認
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
等
で
、
本
庁
に
出
向
い

た
時
と
同
じ
状
況
が
作
れ
る
の
が
ベ
ス

ト
と
考
え
て
い
る
。

問
　
新
庁
舎
で
の
課
題
に
対
す
る
改
善

策
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
か
。

佐
伯
町
長

答
　
窓
口
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
ワ
ン
ス
ト

ツ
プ
サ
ー
ビ
ス
化
し
、
各
課
で
所
管
す

る
業
務
の
見
直
し
と
、
機
構
改
革
に
よ

る
業
務
内
容
の
検
討
を
行
い
た
い
。
ま

た
、
職
員
の
方
か
ら
来
庁
者
を
訪
ね
る

よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

問
　出
張
所
は
各
地
区
の
公
民
館
と
し

て
地
域
づ
く
り
の
核
と
考
え
る
が
、
今

後
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

佐
伯
町
長

答
　核
と
な
り
、
拠
り
所
と
な
る
施
設

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
ご
と
の

特
色
等
も
あ
り
、
公
民
館
は
各
地
域
に

最
も
近
い
行
政
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
な
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

職
員
の
拡
充
は
難
し
い
が
、
長
期
的
に

活
動
で
き
る
集
落
支
援
員
の
よ
う
な
職

員
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

伊佐治優 議員

問
　
他
の
自
治
体
で
給
付
金
の
誤
振
り

込
み
が
問
題
と
な
っ
た
。
本
町
の
支
払

事
務
の
現
況
と
、
リ
ス
ク
管
理
に
対
す

る
取
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

今
井
会
計
管
理
者

答
　
各
担
当
課
に
お
い
て
伝
票
を
起
票

し
、
複
数
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
決
裁
さ

れ
、
そ
の
後
会
計
室
に
支
払
の
依
頼
が

あ
り
、
主
に
月
3
回
の
総
合
振
込
日
に

支
払
い
を
行
っ
て
い
る
。
会
計
室
で
は

職
員
２
名
と
派
出
職
員
１
名
で
、
支
払

先
や
総
額
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
相
互
に

二
重
三
重
の
確
認
を
経
て
振
り
込
ん
で

い
る
。
人
間
が
行
う
こ
と
な
の
で
実
際

小
さ
な
ミ
ス
が
起
き
る
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
の
都
度
、
再
発
し
な
い
よ
う
確

認
処
理
の
徹
底
を
強
化
し
て
い
る
。

問　
他
の
自
治
体
で
年
金
天
引
き
の
徴

収
漏
れ
が
問
題
と
な
っ
た
。
本
町
の
収

納
業
務
の
現
状
と
リ
ス
ク
管
理
に
対
す

る
取
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

今
瀬
町
民
課
長

答
　納
付
書
の
使
用
、
口
座
振
替
、
天

引
き
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
徴
収
を

行
っ
て
い
る
。
税
金
や
保
険
料
を
年
金

か
ら
天
引
き
す
る
際
の
税
額
等
の
情
報

は
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
て
デ
ー
タ
を
作

成
し
、
公
的
年
金
の
支
払
者
へ
送
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
、
基
幹

シ
ス
テ
ム
提
供
元
の
担
当
者
等
で
厳
重

に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
漏
れ
の
な
い
よ
う

行
っ
て
い
る
。

問
　
納
付
方
法
の
多
様
化
に
よ
り
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

今
瀬
町
民
課
長

答
　
平
成
28
年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
決
済

用
の
バ
ー
コ
ー
ド
印
字
を
し
て
お
り
、

令
和
元
年
度
か
ら
は
、P
a
y
P
a
y
、

L
I
N
E
P
a
y
、d
払
い
等
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
も
順
次
対
応

し
て
い
る
。
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
納

付
方
法
の
多
様
化
を
進
め
、
納
付
者
の

利
便
性
と
納
付
率
の
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
。

さんと かつのり

三戸勝徳 議員

問
　
役
場
職
員
が
経
理
事
務
を
行
っ
て

い
る
任
意
団
体
の
件
数
と
概
ね
の
合
計

金
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
こ
れ

ら
は
す
べ
て
補
助
金
関
連
団
体
か
。

安
江
参
事
兼
総
務
課
長

答
　
令
和
３
年
度
末
現
在
で
、
95
団

体
、
年
度
末
に
お
け
る
残
高
合
計
は
、

約
３
千
万
円
余
り
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
多
く
は
補
助
金
関
連
団
体
で
あ
る
。

問
　
過
去
に
は
不
祥
事
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
管
理
体
制
を
と
っ
て
い
る
か
。

安
江
参
事
兼
総
務
課
長

答
　
通
帳
と
印
鑑
は
、
書
棚
に
別
々
に

保
管
し
、
鍵
は
課
長
が
管
理
し
て
い

る
。
通
常
の
経
理
は
課
長
の
決
裁
を
経

て
お
り
、
年
度
末
に
は
決
算
書
と
通
帳

の
写
し
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
さ
ら
に

検
査
監
が
、
毎
年
１
／
３
程
度
の
会
計

に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
書
類
や
帳
簿
等

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
。
今
後
も
公

務
員
倫
理
の
徹
底
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
。

問
　
現
状
で
の
窓
口
機
能
に
つ
い
て
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

佐
伯
町
長

答
　
一
番
の
問
題
は
、
本
庁
と
町
民
会

館
の
両
方
に
出
向
い
て
い
た
だ
い
た

り
、
ど
ち
ら
で
行
う
か
わ
か
り
に
く
い

点
で
あ
る
。
ま
た
、
窓
口
業
務
に
は
、

個
別
に
対
応
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ

と
も
課
題
で
あ
る
。

問
団
体
経
理
事
務
の
取
扱
い
に

つ
い
て

問
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

Ｒ
運
賃
の
動
向
に
よ
り
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
　
高
校
生
世
帯
の
家
賃
支
援
に
つ
い

て
制
度
創
設
の
考
え
は
な
い
か
。
　

佐
伯
町
長

答
　
家
賃
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

家
賃
補
助
制
度
と
し
て
、
一
人
当
た
り

５
千
円
補
助
し
て
い
る
。
町
営
住
宅
に

も
同
様
の
制
度
が
あ
り
、
当
面
は
現
状

の
制
度
を
活
用
す
る
。

問
　
新
規
就
農
者
の
農
地
確
保
、
有
機

農
業
の
拡
大
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
　

藤
井
農
林
課
長

答
　
新
規
就
農
者
の
就
農
形
態
に
よ

り
、
就
農
応
援
会
議
、
集
落
営
農
組
織

等
と
連
携
し
新
規
就
農
者
支
援
を
進
め

て
い
る
。
有
機
農
業
拡
大
状
況
に
つ
い

て
は
、
「
ゆ
う
き
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」
を

中
心
に
国
の
有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推

進
緊
急
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
生
産
・
加
工
・
流
通
の
検
討
を
始

め
、
そ
の
中
で
集
落
営
農
組
織
と
交
流

の
場
を
持
ち
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
。

いさじ まさる

問
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

問
各
種
支
払
事
務
と
税
・
公
金

等
の
収
納
事
務
に
つ
い
て
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さえき よしのり

佐伯好典 議員

問
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

　部
活
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、
国

に
よ
り
平
成
30
年
の
「
運
動
部
活
の
在

り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
や
令
和
2
年
の
「
学
校
の
働
き
方

改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
に
つ
い

て
」
、
そ
し
て
今
年
、
6
月
に
は
「
部

活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
検
討
会

議
」
の
提
言
に
よ
り
、
令
和
５
年
か
ら

７
年
度
末
を
目
標
に
、
ま
ず
は
休
日
の

運
動
部
活
か
ら
段
階
的
に
地
域
移
行
し

て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
本
町
の
現

状
と
方
策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
　少
子
化
に
よ
り
そ
も
そ
も
チ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

く
中
、
将
来
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
が

継
続
し
て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会

の
確
保
を
め
ざ
す
た
め
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

鈴
村
教
育
長

答
　国
は
休
日
だ
け
で
な
く
平
日
も
含

め
て
地
域
移
行
す
る
よ
う
提
言
し
て
い

る
。
そ
こ
で
白
川
町
と
し
て
は
、
先
進

的
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
実
践
例

な
ど
を
調
査
研
究
し
、
白
川
町
の
実
情

に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
環
境
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。
将
来
的
に
は
ス

ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
白
川
が
運
営
主
体
と
な

る
こ
と
が
有
効
と
考
え
て
い
る
。

問
　指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
各
団

体
に
任
せ
て
い
る
状
態
だ
が
、
国
の
提

言
で
は
部
活
指
導
員
の
活
用
や
、
教
師

等
に
よ
る
兼
業
、
人
材
バ
ン
ク
、
適
切

な
対
価
の
支
払
い
が
提
言
さ
れ
て
い

る
、
本
町
で
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

鈴
村
教
育
長

答
　部
活
動
指
導
員
に
つ
い
て
は
種
目

と
人
材
の
一
致
が
難
し
く
活
用
し
て
い

な
い
。
教
師
の
兼
職
兼
業
に
つ
い
て
は

十
分
可
能
で
あ
る
。
人
材
バ
ン
ク
は
ス

ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
が
担
い
、
指
導
者
の
発

掘
や
育
成
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
指
導
の
対
価
の
支
払
い
は
必

要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
国
や
県

か
ら
の
財
政
措
置
が
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
。
国
・
県
の
モ
デ
ル
事
業
で
有
用

な
も
の
が
あ
れ
ば
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　町
長
の
所
信
表
明
の
中
で
山
林
資
源

の
活
用
に
お
い
て
、
J
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
直

接
木
材
生
産
と
は
関
係
の
な
い
取
り
組

み
で
あ
り
、
S
D
G
s
に
つ
な
が
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

見
て
も
具
体
的
な
内
容
が
見
え
に
く
い

取
り
組
み
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
伺
う
。

問
　Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
本
町
で

の
活
用
は
。

佐
伯
町
長

答
　J
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
認
証
を

受
け
た
森
林
に
お
い
て
吸
収
さ
れ
た

C
O
2
を
企
業
が
買
取
り
、
企
業
が
排

出
す
る
C
O
2
と
相
殺
す
る
、
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と
い
う
取
り
組
み
で
あ

る
。
す
で
に
町
有
林
に
て
、
買
取
り
が

行
わ
れ
、
作
業
道
の
開
設
や
維
持
管
理

に
使
っ
て
い
る
。
今
後
、
町
有
林
だ
け

で
な
く
、
民
有
林
に
お
い
て
も
認
証
を

促
し
、
活
用
し
て
い
く
。

問
　森
林
環
境
税
を
使
っ
た
登
山
道
整

備
は
行
う
予
定
が
あ
る
か
。

佐
伯
町
長

答
　す
で
に
町
内
各
地
に
は
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
設
定
を
さ
れ
て
い

る
登
山
道
が
あ
る
、
そ
の
補
修
や
ベ
ン

チ
、
看
板
の
設
置
等
の
整
備
計
画
を

作
っ
て
い
く
。
財
源
に
つ
い
て
は
森
林

環
境
税
の
中
の
森
林
空
間
活
用
促
進
事

業
で
行
う
。

問
　ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
上
流
部
の
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
エ
リ
ア
は
す
で
に
3
5
0
0
人

以
上
が
訪
れ
る
観
光
資
源
と
し
て
注
目

す
べ
き
場
所
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
活
動
に
お
け
る
町
有
林
や
林
道

を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
お

聞
き
す
る
。

佐
伯
町
長

答
　山
林
資
源
の
活
用
と
い
う
面
に
関

し
て
は
有
用
だ
と
考
え
る
が
、
町
有
林

の
目
的
で
あ
る
木
材
生
産
の
支
障
に
な

ら
な
い
こ
と
や
安
全
な
活
用
、
緊
急
時

の
対
応
が
可
能
な
団
体
に
よ
る
運
営
な

ど
、
ま
ず
は
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
と
な

る
。
林
道
に
つ
い
て
も
同
じ
だ
が
、
町

と
し
て
は
運
営
母
体
と
な
る
N
P
O
の

設
置
な
ど
を
お
願
い
し
、
進
め
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
る
。

問
山
林
資
源
の
木
材
以
外
の

活
用
に
つ
い
て

問
　
学
校
給
食
で
の
有
機
農
産
物
・
地

元
産
農
産
物
の
利
用
拡
大
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。

藤
井
農
林
課
長

答
　
学
校
給
食
の
町
内
産
農
産
物
使
用

割
合
は
約
13
％
、
有
機
農
産
物
の
活
用

は
「
学
校
給
食
有
機
食
材
推
進
事
業
」

と
し
て
、
有
機
食
材
単
価
へ
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
給
食
セ
ン
タ
ー

と
協
議
し
推
進
し
た
い
。

問　
農
業
後
継
者
対
策
と
白
川
ワ
ー
ク

ド
ッ
ト
協
同
組
合
の
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
現
在
の
白
川
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
協
同

組
合
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
は

４
名
か
ら
５
名
と
な
っ
て
お
り
、
事
務

職
員
１
名
、
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

働
く
方
は
１
名
で
変
わ
り
が
な
い
状
況

で
あ
る
。
組
合
員
は
１
名
増
え
た
が
、

組
合
員
す
べ
て
に
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
を

派
遣
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
増
え
た
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
夏

秋
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
個
人
事
業
者
の

方
が
登
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
と

も
う
１
名
ト
マ
ト
農
家
の
方
と
相
談
中

と
聞
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
で
の

需
要
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
集
落
営

農
組
織
や
茶
農
家
か
ら
の
派
遣
希
望
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
機
会
を
捉
え
て
マ

ル
チ
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も

ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
く
。

たぐち もりや

田口守也 議員

問
学
校
統
合
に
よ
る
空
き
校
舎

の
対
応
に
つ
い
て

問
　
町
内
小
中
学
校
の
統
廃
合
が
進
め

ら
れ
、
今
後
に
お
い
て
も
空
き
校
舎
が

増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
空
き
校

舎
に
対
し
て
は
、
積
極
的
な
活
用
方
法

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
廃
校
を
活
用
し
た

企
業
誘
致
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
少
子
化
に
よ
り
全
国
各
地
で
小
中

学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
お
り
、
廃
校

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
る
。
子
育
て
支
援
施
設
や
商
業
的
施

設
、
集
客
施
設
な
ど
、
各
地
で
知
恵
を

絞
っ
た
活
用
が
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で

も
空
き
校
舎
の
活
用
は
、
地
域
づ
く
り

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。

　
企
業
に
よ
る
空
き
校
舎
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
が

り
、
働
く
方
の
定
住
も
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
活
用
の
ひ
と
つ
の
方
策
と
し

て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
や
立
地
の
条
件
な
ど
か
ら
難
し
い

面
も
あ
る
が
、
企
業
に
よ
っ
て
は
、
教

室
の
間
取
り
を
そ
の
ま
ま
使
い
改
修
費

を
軽
減
で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
企
業
へ
廃
校
を
紹
介
す
る

機
会
を
作
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

▲旧佐見小学校

▲白川ワークドット協同組合PRチラシ

▲学校給食
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よ
う
な
活
動
に
お
け
る
町
有
林
や
林
道

を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
お

聞
き
す
る
。

佐
伯
町
長

答
　山
林
資
源
の
活
用
と
い
う
面
に
関

し
て
は
有
用
だ
と
考
え
る
が
、
町
有
林

の
目
的
で
あ
る
木
材
生
産
の
支
障
に
な

ら
な
い
こ
と
や
安
全
な
活
用
、
緊
急
時

の
対
応
が
可
能
な
団
体
に
よ
る
運
営
な

ど
、
ま
ず
は
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
と
な

る
。
林
道
に
つ
い
て
も
同
じ
だ
が
、
町

と
し
て
は
運
営
母
体
と
な
る
N
P
O
の

設
置
な
ど
を
お
願
い
し
、
進
め
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
る
。

問
山
林
資
源
の
木
材
以
外
の

活
用
に
つ
い
て

問
　
学
校
給
食
で
の
有
機
農
産
物
・
地

元
産
農
産
物
の
利
用
拡
大
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。

藤
井
農
林
課
長

答
　
学
校
給
食
の
町
内
産
農
産
物
使
用

割
合
は
約
13
％
、
有
機
農
産
物
の
活
用

は
「
学
校
給
食
有
機
食
材
推
進
事
業
」

と
し
て
、
有
機
食
材
単
価
へ
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
給
食
セ
ン
タ
ー

と
協
議
し
推
進
し
た
い
。

問　
農
業
後
継
者
対
策
と
白
川
ワ
ー
ク

ド
ッ
ト
協
同
組
合
の
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
現
在
の
白
川
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
協
同

組
合
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
は

４
名
か
ら
５
名
と
な
っ
て
お
り
、
事
務

職
員
１
名
、
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

働
く
方
は
１
名
で
変
わ
り
が
な
い
状
況

で
あ
る
。
組
合
員
は
１
名
増
え
た
が
、

組
合
員
す
べ
て
に
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
を

派
遣
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
増
え
た
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
夏

秋
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
個
人
事
業
者
の

方
が
登
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
と

も
う
１
名
ト
マ
ト
農
家
の
方
と
相
談
中

と
聞
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
で
の

需
要
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
集
落
営

農
組
織
や
茶
農
家
か
ら
の
派
遣
希
望
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
機
会
を
捉
え
て
マ

ル
チ
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も

ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
く
。

たぐち もりや

田口守也 議員

問
学
校
統
合
に
よ
る
空
き
校
舎

の
対
応
に
つ
い
て

問
　
町
内
小
中
学
校
の
統
廃
合
が
進
め

ら
れ
、
今
後
に
お
い
て
も
空
き
校
舎
が

増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
空
き
校

舎
に
対
し
て
は
、
積
極
的
な
活
用
方
法

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
廃
校
を
活
用
し
た

企
業
誘
致
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
少
子
化
に
よ
り
全
国
各
地
で
小
中

学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
お
り
、
廃
校

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
る
。
子
育
て
支
援
施
設
や
商
業
的
施

設
、
集
客
施
設
な
ど
、
各
地
で
知
恵
を

絞
っ
た
活
用
が
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で

も
空
き
校
舎
の
活
用
は
、
地
域
づ
く
り

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。

　
企
業
に
よ
る
空
き
校
舎
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
が

り
、
働
く
方
の
定
住
も
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
活
用
の
ひ
と
つ
の
方
策
と
し

て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
や
立
地
の
条
件
な
ど
か
ら
難
し
い

面
も
あ
る
が
、
企
業
に
よ
っ
て
は
、
教

室
の
間
取
り
を
そ
の
ま
ま
使
い
改
修
費

を
軽
減
で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
企
業
へ
廃
校
を
紹
介
す
る

機
会
を
作
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

▲旧佐見小学校

▲白川ワークドット協同組合PRチラシ

▲学校給食
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去
る
、令
和
４
年
９
月
29
日
、細
江

茂
樹
前
町
長
の
ご
逝
去
の
報
に
接
し

ま
し
た
。ご
生
前
の
お
元
気
な
頃
の
姿

が
目
に
浮
か
び
、言
葉
が
あ
り
ま
せ

ん
。議
員一同
、心
よ
り
お
悔
や
み
を
申

し
上
げ
る
と
共
に
、謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
白
川
町
も
課
題
の
山
積
し
て
い
る

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、新
町
長
に
は
佐

伯
正
貴
氏
、そ
し
て
副
町
長
に
は
安
江

章
氏
が
就
任
さ
れ
、故
細
江
前
町
長

の
方
針
を
引
継
が
れ
、し
っ
か
り
と
牽

引
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
９
月
議
会
の
最
終
日
は
、

議
会
構
成
も
あ
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。藤
井
宏
之
議
長
、渡

邉
昌
俊
副
議
長
は
続
投
、2
つ
の
常
任

委
員
会
も
新
た
な
構
成
と
な
り
ま
し

た
。是
々
非
々
で
執
行
部
と
の
協
議
を

重
ね
て
こ
の
町
が
豊
か
に
な
る
よ
う
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、私
は
議
会
広
報
編
集
委

員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。こ
の
議
会
報

に
関
し
て
、忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、議
会
の

Y
o
u‐T
u
b
e
配
信
も
始
ま
り
ま

し
た
。見
逃
し
た
と
い
う
方
は
お
時
間

の
あ
る
時
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
み
つ
よ

こ
の
広
報
誌
に
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

表紙の写真は、　　　　　　　　　　　
新たな議会構成後の集合写真です。

　２日　白川・東白川地域公共交通活性化協議会
　８日　国道４１号美濃加茂・下呂間強靭化推進
　　　　同盟会定期総会
１８日　天心白菊の塔慰霊法要
２２日　町長選挙当選証書付与式
２３日　町長就任式
２４日　民生委員推薦会
２５日　監査委員研修
２６日　総務常任委員会協議会
　　　　岐阜県町村議会議長会評議員会
２９日　議会運営委員会
３０日　主要地方道 70号白川福岡線要望活動
３１日　例月出納検査
　　　　決算審査（第１日）

　１日　決算審査（第２日）
　５日　議会議員協議会
１２日　白川町議会第３回定例会（第１日）
１３日　予算決算審査常任委員会（第１日）
１４日　予算決算審査常任委員会（第２日）
１６日　予算決算審査常任委員会（第３日）
　　　　白川町議会第３回定例会（第２日）
２５日　加茂防衛協会創立 60周年記念式典
２６日　例月出納検査
２８日　白川町議会第３回定例会（第３日）

　２日　安江和芳氏叙勲受章祝賀会
　　　　木曽三川流域自治体サミット in 白川町
　３日　副町長就任式・辞令交付式
　　　　新庁舎建築用木材伐採式
　４日　岐阜県町村議会議長会定期総会・正副議
　　　　長研修会
　７日　議会運営委員会
１３日　議会議員協議会
１４日　e-kamonまるごと環境フェア 2022
１６日　白川町芸能発表会

表紙は語る

議会の動き（８月２日～10月16日）

8 

月

9 

月

10 
月

 白川町議会一般質問の様子が、You-Tube
（動画配信サイト）でご覧いただけます。
　　白川町議会事務局　検索
　　　　　　↓
　　　定例会・臨時会
　　　　　　↓
　定例会一般質問記録動画

　議員一同、新たな気持ちで町政発展のた
めに、誠心誠意、職責を全うしたいと考えて
おります。
　町民の皆様のご支援とご協力をお願い申
し上げます。
　　

岐阜県町村議会議長会  自治功労者表彰

　町村議会議員として１２年余務められ、その
功績が顕著であることから、今井昌平議員が
１０月４日に岐阜県町村議会議長会から自治功
労者表彰を受けられました。これからの更なる
ご活躍を祈念申し上げます。ご受賞誠におめ
でとうございます。
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